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快
挙
達
成
!!　

田
子
町
消
防
団
第
５
分
団

はじめてのハッピーバースデイ
平成22年５月に生まれた満１歳のお友だちです。

●鈴木歩
あ る と

人ちゃん
Ｈ22.5.10

（上風張・男の子）
わんぱくでもいい。た
くましく育ってほし
い !!

●三田彩
あ や か

花ちゃん
Ｈ22.5.25

（野月・女の子）
いつも元気で明るく優
しい子でいてね。保育
園で、お友達たくさん
できるといいね。

  

式
典
終
了
後
、
す
み
や
の
河
川
公
園
で
行
わ

れ
た
玉
落
と
し
競
技
に
お
い
て
、
田
子
町
消
防

団
第
５
分
団
（
石
亀
・
茂
市
）
が
、
出
場
し
た

小
型
消
防
ポ
ン
プ
の
部
と
自
動
車
消
防
ポ
ン
プ

の
部
で
第
１
位
と
な
り
、
２
本
の
優
勝
旗
を
勝

ち
取
り
ま
し
た
。
特
に
小
型
消
防
ポ
ン
プ
の
部

は
見
事
な
３
連
覇
達
成
で
し
た
。「
自
動
車
も

小
型
も
玉
落
と
し
と
い
え
ば
田
子
第
５
分
団
」

と
町
内
外
に
そ
の

名
が
轟
い
て
い
る

だ
け
に
、
今
回
の

ダ
ブ
ル
優
勝
に
よ

っ
て
名
実
共
に
最

強
の
座
を
獲
得
し

ま
し
た
。

  

４
月
29
日
、
三
戸
町
・
南
部
町
を

会
場
に
消
防
団
連
合
観
閲
式
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
三
戸
中
央
病
院
周
辺

で
は
、
徒
歩
部
隊
と
車
両
部
隊
が
ラ

ッ
パ
隊
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
堂
々
た

る
分
列
行
進
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
南
部
町
営
地
方
卸
売
市
場
で
行

わ
れ
た
式
典
で
は
、
消
防
団
功
労
者

へ
の
表
彰
や
、
ま
と
い
隊
に
よ
る
ま

と
い
振
り
、
田
子
町
消
防
団
第
９
分

団
に
よ
る
応
急
処
置
訓
練
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

　

田
子
町
消
防
団
の
消
防
功
労
表
彰

受
賞
者
は
６
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

威
風
堂
々
の
分
列
行
進　

町
民
を
守
る
消
防
団

青
森
県
消
防
協
会
三
八
支
部
三
戸
地
区
消
防
団
連
合
観
閲
式

喜びに沸く第５分団（内條都雄分団長）の皆さん



2今月の話題

●新町議10人に聞きました
【問１】任期中に特に力を入れて取り組

みたいことは？（３つまで）
【問２】田子町の自慢は？

（２つまで）
【問３】あなた自身の

長所は？（２つ）
【問４】趣味・休日の

過ごし方は？

澤口　勝 議員
①教育と福祉の充実 ②農林・畜産業の
振興 ③若者定住促進

①豊かな自然
②にんにく日本一 早寝早起き 温泉巡り

蹴揚清人 議員
①農林商工業の発展 ②福祉と教育の充
実 ③雇用対策と住みよい町づくり

①緑豊かである
②水がおいしく、きれい

①行動力
②実行力

優良軍鶏の飼育と
交配研究

山本晴美 議員

①議会改革 ②対話の場づくり〜思いや
情報の共有、参加する町政 ③にぎわ
い・交流の元気な「まち」、安定と生き
がいを感じる「くらし」への仕組みづ
くり

①豊かでおいしい水
②おいしい野菜・山菜

①誠実さ
②責任感がある 読書

宮村尚哉 議員
①農業所得の向上 ②高齢者や子どもた
ちが安心して暮らせる環境の整備 ③町
民全体の防災意識の向上

①最先端技術への投資（ケ
ーブルＴＶのデジタル化な
ど）②水がおいしい

①社交的（友人が多
い）②明るい ＤＶＤ（映画）鑑賞

椛本義見 議員
①未利用農地を活用した町おこし
②創遊村や蛇王松を活かした観光集客
③活気のある明るい町づくり

①子どもたちのあいさつの
仕方がとても良い
②水がおいしい

①人に頼まれたこと
は最後までやる
②世話好き

魚や鳥の飼育
重機などの修理

日沢一雄 議員
①農林業の振興 ②高齢者が安心して暮
らせる町づくり ③若者が安心して子育
てできる環境づくり

①緑豊かな自然環境
②安心・安全なおいしい農
産物

①誠実さ
②思いやりがある 読書、仕事

宇藤大介 議員

①雇用の促進
②農政の推進
③子育て環境の充実、高齢者世帯への
医療・福祉の拡充

①安全・安心な町づくりに
向けたボランティアの方々
の取り組み ②地域ぐるみの
子育て（特に上郷・清水頭
地区の父兄の方々の熱意）

①最年少であるがゆ
えの礼節の徹底
②腹は立てずに人を
立てます

趣味は子育て。休日は
我が町の輝かしい未来
に思いを馳せながら
……寝ております。

千葉健一郎 議員

①子ども教育（五感を身に付ける、作
文を書ける子どもを増やす事）
②高齢者が楽しく暮らせる町づくり
③観光資源の掘り起こし

①水がおいしい
②たっこにんにく 行動力 ゴルフ、歴史の勉強

砂子田康雄 議員
①一次産業の振興 ②教育環境の振興
③特別養護老人ホーム待機者の解消

①たっこにんにく
②田子牛 — 麻雀、昼寝

尾形憲男 議員
①地域資源の地域内循環の促進 ②再生
可能エネルギー導入の促進 ③子育てサ
ポートの支援拡充と医師確保

素朴さ ①若さ
②伸びしろ 海外ＴＶドラマ鑑賞

田
子
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

町
の
未
来
を
託
さ
れ
た
、

私
た
ち
の
代
表
10
人
が
誕
生

椛本 義見（58）
無現、田子字野々上

尾形 憲男（40）
無現、田子字清水頭

宮村 尚哉（40）
無新、田子字小沼

砂子田 康雄（64）
無現、山口字山口

山本 晴美（47）
無現、田子字土橋道ノ上

千葉 健一郎（57）
無現、田子字清水頭

蹴揚 清人（66）
無元、田子字田子

宇藤 大介（39）
無現、田子字野々上

澤口　 勝（61）
無現、遠瀬字遠瀬

日沢 一雄（66）
無元、山口字山口
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任
期
満
了
に
伴
う
田
子
町
議

会
議
員
一
般
選
挙
が
４
月
19
日

に
告
示
さ
れ
、
議
員
定
数
10
人

に
対
し
現
職
７
人
、元
職
２
人
、

新
人
３
人
の
12
人
が
立
候
補
。

24
日
に
町
内
12
カ
所
で
午
前
７

時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
投
票
が

行
わ
れ
、
午
後
９
時
か
ら
中
央

公
民
館
で
即
日
開
票
し
た
結

果
、
現
職
７
人
、
元
職
２
人
、

新
人
１
人
が
当
選
し
ま
し
た
。

翌
25
日
に
は
、
田
子
町
選
挙
管

理
委
員
会
（
岩
間
正
一
郎
委
員

長
）
か
ら
、
当
選
証
書
が
付
与

さ
れ
ま
し
た
。

投
票
率
は
73
・
36
％

　

当
日
の
有
権
者
数
は
５
５
９

３
人
、
う
ち
投
票
者
総
数
は
４

１
０
３
人
、
投
票
率
は
73
・
36

％
で
し
た
。
私
た
ち
の
代
表
者

を
選
ぶ
最
も
身
近
な
選
挙
で
あ

る
だ
け
に
、
そ
の
関
心
も
高
い

と
思
わ
れ
ま
し
た
が
、
平
成
19

年
執
行
の
同
選
挙
に
比
べ
５
・

35
ポ
イ
ン
ト
下
回
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
期
日
前
投
票
を
利
用

し
た
方
は
２
９
４
人
で
、
当
日

有
権
者
の
５
・
26
％
に
相
当
し

ま
す
。

　

投
票
所
別
の
投
票
率
は
、
新

田
地
区
活
性
化
セ
ン
タ
ー
が

78
・
50
％
と
最
も
高
く
、
次
い

で
夏
坂
へ
き
地
保
健
福
祉
館
が

77
・
78
％
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　

な
お
、
当
選
し
た
議
員
の
任

期
は
、
平
成
23
年
５
月
30
日
か

ら
平
成
27
年
５
月
29
日
ま
で
で

す
。

平成23年４月24日執行　　町議会議員一般選挙

投票区
投票有権者数 投票者数 投票率（％）

男 女 計 男 女 計 男 女 計

1 下田子生活館 115 126 241 73 84 157 63.48 66.67 65.15

2 田子町中央公民館 748 868 1,616 475 558 1,033 63.50 64.29 63.92

3 ガーリックセンター 649 701 1,350 437 485 922 67.33 69.19 68.30

4 清水頭地区総合研修センター 217 235 452 155 167 322 71.43 71.06 71.24

5 相米へき地保健福祉館 117 122 239 79 84 163 67.52 68.85 68.20

6 都市農村交流センター 247 264 511 169 169 338 68.42 64.02 66.14

7 石亀地区研修センター 210 217 427 151 159 310 71.90 73.27 72.60

8 上郷公民館 84 95 179 64 73 137 76.19 76.84 76.54

9 関地区集落センター 110 115 225 75 88 163 68.18 76.52 72.44

10 夏坂へき地保健福祉館 36 36 72 28 28 56 77.78 77.78 77.78

11 遠瀬生活館 83 91 174 59 65 124 71.08 71.43 71.26

12 新田地区活性化センター 54 53 107 44 40 84 81.48 75.47 78.50

期日前投票 146 148 294

合　　　　　計 2,670 2,923 5,593 1,955 2,148 4,103 73.22 73.49 73.36

●開票結果　　　　　　　（敬称略、得票順）

当選 得票総数 候補者氏名 職業

当選   524.931 澤口　勝 農業

当選   476 蹴揚　清人 無職

当選   466 山本　晴美 農業

当選   466 宮村　尚哉 農業

当選   388 椛本　義見 自営業

当選   326 日沢　一雄 養鶏業

当選   270 宇藤　大介 農業

当選   263 千葉　健一郎 自営業

当選   253 砂子田　康雄 農業

当選   232 尾形　憲男 林業

  203.068 澤口　博二 会社員

  196 深沢　直幹 林業

中
央
公
民
館
で
の
即
日
開
票

当
選
証
書
を
付
与
さ
れ
る
澤
口
勝
議
員
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４
月
10
日
か
ら
14
日
ま
で
の

５
日
間
、
東
日
本
大
震
災
で
甚

大
な
被
害
を
受
け
た
宮
城
県
名

取
市
で
の
保
健
支
援
活
動
の
た

め
、
町
職
員
が
派
遣
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
派
遣
さ
れ
た
の
は
、

保
健
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
の
伊

藤
睦
子
・
酒
井
千
鶴
子
両
主
任

保
健
師
、
福
祉
課
の
木
谷
健
悦

主
幹
の
計
３
名
で
す
。

　

市
内
12
カ
所
の
避
難
所
の
う

ち
の
一
つ
、
名
取
市
立
第
１
中

学
校
で
は
閖ゆ

り
あ
げ上

地
区
の
約
１
７

０
名
が
生
活
し
て
お
り
、
伊
藤・

酒
井
両
主
任
保
健
師
は
避
難
者

の
健
康
管
理
や
衛
生
管
理
業
務

な
ど
を
担
当
し
、
木
谷
主
幹
は

避
難
所
と
市
役
所
を
往
復
す
る

事
務
連
絡
業
務
や
支
援
物
資
補

充
な
ど
を
担
当
し
ま
し
た
。

被
災
地
避
難
所
で
の
支
援

活
動
を
振
り
返
る

◎
保
健
支
援
活
動
と
は
具
体
的

に
ど
ん
な
活
動
を
し
た
の
で
す

か
？

　
「
避
難
所
で
は
、
朝
７
時
か
ら

夜
９
時
30
分
の
消
灯
ま
で
の
勤

務
体
系
で
し
た
が
、
消
灯
後
も

体
調
不
良
の
方
の
看
護
な
ど
で

24
時
間
体
制
で
の
活
動
と
な
り

ま
し
た
。
避
難
所
内
は
感
染
症

（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
感
染
性
胃

腸
炎
）
が
流
行
し
て
お
り
、
そ

の
予
防
策
と
し
て
、
手
洗
い
・

う
が
い
・
マ
ス
ク
着
用
の
指
導
、

ト
イ
レ
の
清
掃
や
消
毒
液
を
染

み
こ
ま
せ
た
マ
ッ
ト
の
設
置
、

ト
イ
レ
の
タ
オ
ル
を
ペ
ー
パ
ー

タ
オ
ル
に
す
る
な
ど
の
策
を
講

じ
、
避
難
所
内
の
感
染
症
予
防

に
努
め
ま
し
た
」

◎
被
災
地
ま
で
の
状
況
、
被
災

地
の
状
況
は
ど
ん
な
様
子
で
し

た
か
？

　
「
行
き
の
高
速
道
路
は
、
速
度

制
限
が
あ
っ
た
も
の
の
通
行
止

め
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
帰

り
の
高
速
道
路
は
陥
没
し
た
箇

所
が
多
々
あ
り
、
で
こ
ぼ
こ
な

道
を
走
行
し
て
き
ま
し
た
。
名

取
市
の
沿
岸
部
は
、
車
が
ひ
っ

く
り
返
り
、
が
れ
き
が
山
積
み

と
な
り
、
テ
レ
ビ
で
見
た
光
景

が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
私
た

ち
が
活
動
し
た
避
難
所
は
市
内

中
心
部
に
あ
り
ま
し
た
が
、
沿

岸
部
の
住
民
が
生
活
す
る
避
難

所
敷
地
内
だ
け
が
特
に
大
変
な

印
象
で
、
避
難
所
敷
地
外
は
普

段
ど
お
り
の
生
活
を
し
て
い
ま

し
た
」

◎
避
難
所
の
生
活
環
境
は
ど
ん

な
様
子
で
し
た
か
？

　
「
避
難
者
は
自
分
た
ち
の
居
住

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
生
活
し
て

い
ま
し
た
が
、
十
分
な
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
が
確
保
で
き
る
環
境
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
食
事

は
ほ
こ
り
な
ど
が
舞
う
そ
の
場

で
と
る
た
め
、
衛
生
的
に
良
く

な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
支
援
物

資
に
つ
い
て
、
下
着
や
防
寒
着

は
足
り
て
い
ま
し
た
が
、
ト
レ

ー
ナ
ー
や
ジ
ャ
ー
ジ
な
ど
の
服

が
足
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
高
齢

者
が
多
い
の
で
着
脱
が
簡
単
な

服
が
あ
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
し

た
。
お
風
呂
は
簡
易
シ
ャ
ワ
ー

で
幅
１
ｍ
×
奥
行
80
㎝
程
度
の

広
さ
な
の
で
、
高
齢
者
や
体
の

不
自
由
な
人
が
１
人
で
使
う
の

は
難
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。
避

難
所
の
日
中
は
人
が
ほ
と
ん
ど

『
が
ん
ば
ろ
う
！
東
北
』

宮
城
県
名
取
市
へ
町
職
員
を
派
遣

玄関の靴箱に保管された支援物資

トイレ入口に設置した消毒マット

避難者の健康状態を確認する伊藤・酒井両主任保健師
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い
な
く
な
り
、
子
ど
も
と
高
齢

者
だ
け
に
な
り
ま
す
。
外
出
し

た
人
は
、
仕
事
や
家
探
し
、
学

校
な
ど
へ
行
っ
て
い
た
よ
う
で

す
」

◎
避
難
者
の
食
事
環
境
は
ど
ん

な
様
子
で
し
た
か
？

　
「
避
難
者
の
食
事
は
、
朝
食
と

夕
食
が
自
衛
隊
の
作
る
「
ご
飯

と
み
そ
汁
」
に
、
お
か
ず
は
魚

た
。
ま
た
、
昼
食
は
「
ク
ラ
ッ

カ
ー
、
バ
ナ
ナ
、
ジ
ュ
ー
ス
」

と
い
っ
た
軽
食
で
し
た
。
野
菜

が
不
足
し
て
お
り
、
抵
抗
力
低

下
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
食
事

へ
の
支
援
に
も
力
を
入
れ

た
方
が
よ
い
と
感
じ
ま
し

た
」

◎
今
回
の
経
験
に
よ
り
、

当
町
で
災
害
が
発
生
し
避

難
所
を
設
置
す
る
場
合
、

何
が
大
事
で
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
か
？

　
「
避
難
所
に
は
市
職
員

が
常
時
２
名
配
置
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
疲
労
が
ピ

ー
ク
に
達
し
て
い
る
せ
い

か
、
細
部
ま
で
の
配
慮
が

欠
け
て
し
ま
い
、
そ
れ
に

よ
っ
て
避
難
者
か
ら
苦
情

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
や
は
り
、
避
難
者

と
接
す
る
職
員
の
勤
務
体

系
や
配
置
人
員
な
ど
を
考

慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

何
よ
り
大
事
な
の
は
、
行

政
職
員
が
避
難
者
の
目
線

で
物
事
を
考
え
的
確
か
つ

迅
速
に
判
断
し
行
動
す
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
」

の
缶
詰
か
漬
物
で
し
た
。
そ
れ

ま
で
は
、
避
難
者
の
方
々
が
調

理
を
し
て
お
か
ず
を
１
品
追
加

し
て
い
ま
し
た
が
、
感
染
症
の

流
行
で
中
止
に
な
っ
て
い
ま
し

　

こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災

で
被
災
し
た
自
治
体
の
中
に

は
、
行
政
機
能
そ
の
も
の
が

失
わ
れ
た
市
町
村
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
復

興
へ
と
向
か
う
中
で
、
が
れ

き
の
撤
去
や
避
難
者
の
支
援
、

戸
籍
な
ど
の
住
民
デ
ー
タ
の

復
旧
・
整
備
、
道
路
・
河
川
・

学
校
・
病
院
・
公
営
住
宅
な

ど
の
イ
ン
フ
ラ
復
旧
な
ど
、

膨
大
な
実
務
が
山
積
み
と
な

っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
保
健

支
援
活
動
の
た
め
の
派
遣
で

し
た
が
、
中
長
期
的
な
視
野

で
事
務
職
員
の
援
軍
を
派
遣

す
る
な
ど
の
マ
ン
パ
ワ
ー
支

援
も
一
つ
の
方
策
と
し
て
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

町
に
も
現
在
ま
で
に
、
義

援
金
の
寄
付
や
支
援
物
資
の

提
供
な
ど
、
町
民
の
皆
さ
ん

か
ら
た
く
さ
ん
の
善
意
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
気
持

ち
を
一
過
性
の
も
の
に
せ
ず
、

一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
範
囲

で
協
力
し
な
が
ら
、
被
災
し

た
市
町
村
の
復
旧
・
復
興
を

末
長
く
見
守
っ
て
い
く
こ
と

が
大
事
な
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

被災地避難所の様子

避難者の話に耳を傾ける伊藤主任保健師

松橋町長に支援活動の報告をする町職員

避難所内に設置された無料の電話とインターネット

避難者の相談を受ける酒井主任保健師

健康相談を呼びかける張り紙
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た
ち
の
住
む
地
域
を
き
れ
い
に

し
ま
し
た
。
翌
18
日
、
各
集
落

で
集
め
ら
れ
た
ご
み
は
田
子
町

建
設
業
協
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
ご
協
力
に
よ
り
収
集
さ

れ
、
三
戸
地
区
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
に
運
搬
さ
れ
ま
し
た
。
収

集
運
搬
さ
れ
た
ご
み
の
総
量
は
、

可
燃
ご
み
が
６
２
０
㎏
、
不
燃

ご
み
が
６
７
０
㎏
で
し
た
。

◎
顕
功
章

▽
分
団
長　

中
村
幸
司
▽
分
団

長　

尾
形
壽
昭
▽
副
分
団
長　

田
川
和
彦

◎
精
績
章

▽
部
長　

尾
形
克
郎
▽
部
長　

飯
原
正
治
▽
班
長　

山
崎
喜
章

▽
班
長　

宮
永
正
幸
▽
班
長　

市
村
節
男
▽
班
長　

野
端
律
子

●
玉
落
と
し
競
技

小
型
消
防
ポ
ン
プ
の
部

▽
第
１
回

第
２
位　

第
１
分
団
33
・
30
秒

（
放
水
員　

田
沼
英
樹
）

▽
第
２
回

第
１
位　

第
５
分
団
13
・
30
秒

（
放
水
員　

宝
田
敬
男
）

※
宝
田
さ
ん
は
３
連
覇
達
成（
Ｈ
21
～
23
）

自
動
車
消
防
ポ
ン
プ
の
部

▽
第
２
回

第
３
位　

第
２
分
団
42
・
00
秒

（
放
水
員　

澤
頭
寿
人
）

▽
第
３
回

第
１
位　

第
４
分
団
20
・
00
秒

（
放
水
員　

山
沢
稔
）

▽
第
４
回

第
１
位　

第
５
分
団
14
・
60
秒

（
放
水
員　

簗
田
隆
典
）

※
第
１
位
５
組
の
う
ち
、
最
速
タ
イ
ム

▽
第
５
回

第
２
位　

第
１
分
団
24
・
70
秒

（
放
水
員　

田
沼
博
文
）

青
森
県
消
防
協
会
三
八
支

部
三
戸
地
区
消
防
団
連
合

観
閲
式

　

田
子
町
消
防
団
に
お
け
る
消

防
功
労
表
彰
受
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。

１
．
青
森
県
知
事
表
彰

◎
永
年
勤
続
功
労
章

▽
分
団
長　

尾
形
壽
昭
▽
副
分

団
長　

山
市
圭
三
▽
副
分
団
長

堀
合
政
孝
▽
部
長　

尾
形
克
郎

▽
部
長　

山
本
一
二
三
▽
部
長

橋
本
昌
幸
▽
部
長　

小
笠
原
利

光
（
退
団
）
▽
部
長　

簗
田
浩

良２
．
消
防
庁
長
官
表
彰

◎
永
年
勤
続
功
労
章

▽
分
団
長　

木
根
榮

消
防
団
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
!!

　

町
で
は
年
間
を
通
し
、
消
防

団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
消

防
団
員
は
、
町
内
に
居
住
ま
た

は
勤
務
す
る
18
歳
以
上
の
健
康

な
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も

入
団
で
き
ま
す
。
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の

た
め
、
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん

か
。

問
役
場
総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ

☎
20
‐
７
１
１
１

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

　

４
月
17
日
、
町
内
全
域
を
対

象
に
「
町
民
一
斉
ク
リ
ー
ン
ア

ッ
プ
作
戦
」
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
早
朝
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

各
集
落
で
は
地
域
住
民
が
ほ
う

き
や
ス
コ
ッ
プ
を
手
に
、
道
路

脇
や
側
溝
の
清
掃
を
し
て
自
分

３
．
青
森
県
消
防
協
会
長
表
彰

◎
功
労
章

▽
副
団
長　

宇
藤
堅
一
▽
副
団

長　

村
木
勉
▽
分
団
長　

七
日

市
登
▽
分
団
長　

尾
形
陸
雄
▽

分
団
長　

田
川
栄
造
▽
分
団
長

佐
藤
敬
一
▽
副
分
団
長　

田
川

和
彦
▽
副
分
団
長　

滝
上
隆
弘

▽
班
長　

櫻
川
操

◎
勤
功
章

▽
分
団
長　

田
川
栄
造
▽
分
団

長　

尾
形
壽
昭
▽
副
分
団
長　

山
市
圭
三

４
．
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

◎
功
績
章

▽
団
長　

山
本
博
隆

◎
精
績
章

▽
分
団
長　

木
根
榮

◎
勤
続
章

▽
分
団
長　

七
日
市
登
▽
分
団

長　

尾
形
陸
雄
▽
分
団
長　

田

川
栄
造
▽
分
団
長　

佐
藤
敬
一

▽
副
分
団
長　

田
川
和
彦
▽
副

分
団
長　

滝
上
隆
弘
▽
班
長　

櫻
川
操

５
．
青
森
県
消
防
協
会
三
八
支

部
長
表
彰

◎
紺
黄
竿
頭
綬

田
子
町
消
防
団
第
６
分
団

堂々たる分列行進、凛とした団員

住民らが協力して道路脇の土砂を撤去

消防団に入団しませんか？

毎年ご協力いただいている町建設業協会の皆さん

ト
ピ
ッ
ク
ス

問のマークは「お問い合わせ先」の意味です
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く
教
育
大
会
で
は
、
秋
元
正
孝

教
育
長
が
町
の
教
育
方
針
を
説

明
し
ま
し
た
。

㈱
や
ず
や
と
㈱
未
来
館
が

町
に
寄
付
金
と
見
舞
金
を

贈
呈

　

４
月
27
日
、
東
京
都
内
の
ホ

テ
ル
で
、
㈱
や
ず
や
の
矢
頭
美

世
子
代
表
取
締
役
会
長
と
や
ず

県
税
部
職
員
へ
辞
令
交
付

　

４
月
21
日
、
個
人
住
民
税
の

徴
収
率
向
上
に
向
け
て
、
町
と

県
が
連
携
し
て
徴
収
事
務
を
行

う
「
徴
収
支
援
チ
ー
ム
」
の
一

員
と
し
て
、
三
八
地
域
県
民
局

県
税
部
の
佐
藤
芳
夫
さ
ん
に
田

子
町
職
員
の
辞
令
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。
佐
藤
さ
ん
は
「
未
収

税
に
歯
止
め
が
か
か
る
よ
う
に

頑
張
り
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ

ま
し
た
。

田
子
町
学
校
教
育
大
会

　

４
月
22
日
、
第
44
回
田
子
町

学
校
教
育
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
は
じ
め
に
、
青
森
公
立

大
学
客
員
教
授
の
佐
藤
正
昭
氏

を
講
師
に
迎
え
、「
子
ど
も
た

ち
の
健
全
育
成
を
学
校
、
地
域

と
ど
う
取
り
組
む
か
」
と
題
し

た
教
育
講
演
会
が
行
わ
れ
、
続

や
グ
ル
ー
プ
㈱
未
来
館
の
西
野

博
道
代
表
取
締
役
社
長
か
ら
、

松
橋
良
則
町
長
に
寄
付
金
と
見

舞
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

寄
付
金
と
し
て
１
０
０
０
万

円
を
贈
呈
し
た
㈱
や
ず
や
の
矢

頭
会
長
は
、「
次
代
の
町
の
成

長
に
つ
な
げ
る
た
め
、
将
来
の

夢
の
た
め
に
使
っ
て
い
た
だ
け

た
ら
幸
せ
に
思
い
ま
す
」
と
話

し
ま
し
た
。
ま
た
、
西
野
社
長

か
ら
は
、
年
末
年
始
の
大
雪
被

害
に
対
し
３
０
０
万
円
の
見
舞

金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
松
橋
町
長

は
、「
使
い
道
に
つ
い
て
は
今

後
、町
で
十
分
に
検
討
し
ま
す
。

こ
の
大
事
な
お
金
は
町
の
た
め

に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
」
と
約
束
し
ま
し
た
。

蔵
書
点
検
休
館
日
の
お
知

ら
せ

　

６
月
22
日
（
水
）
か
ら

６
月
26
日
（
日
）
ま
で
は

図
書
館
蔵
書
点
検
（
棚
卸

し
）
の
た
め
休
館
日
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
（
図

書
館
カ
レ
ン
ダ
ー
参
照
）。

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

休
館
日
が
続
く
た
め
、

６
月
は
１
人
10
冊
ま
で
貸

出
冊
数
を
増
や
し
ま
す
。

６
月
の
特
集
展
示
は
「
園

芸
・
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
本
」

で
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

図
書
館
お
や
す
み
カ
レ
ン
ダ
ー

▼
色
の
濃
い
日
が
休
館
日
で
す
。

図
書
館
の
開
館
時
間

　

水
～
土 

午
前
10
時
～
午
後
６
時

　

日
曜
日 
午
前
10
時
～
午
後
４
時

図
書
館
休
館
日

毎
週
月
曜
日
・
火
曜
日
・
祝
日
・

第
４
木
曜
日
（
館
内
整
理
日
）

　

田
子
町
立
図
書
館☎

20
‐
７
２
２
１

６
月
の
図
書
館
行
事

▼
６
／
１
（
水
）
～
６
／
30
（
木
）

１
人
10
冊
ま
で
貸
出

▼
６
／
11
（
土
）
午
前
10
時
30
分

本
の
読
み
き
か
せ
と
と
し
ょ
か
ん

ク
ラ
ブ
「
遊
べ
る
」
折
り
紙
作
り

▼
６
／
22
（
水
）
～
６
／
26
（
日
）

蔵
書
点
検
休
館
日

図
書
館
情
報

６
月
は
１
人
10
冊
ま
で
貸
出
し
ま
す

真剣なまなざしで講師の話に聞き入る教職員寄付金を贈呈する矢頭会長

見舞金を贈呈する西野社長

昨年度田子保育園さくら組のみなさんが図書館見学しました

辞令が交付された佐藤さん
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●子育て・医療
▽「うちの子もしかして反抗

期？」と思ったら読む本／
371ウ

▽ガッテン流！脱・糖尿病の
新ワザ／493ガ

●生活・料理
▽やってはいけないお金の習

慣／荻原博子／591オ
▽大庭英子の絶品！たまご料

理／596オ
▽庭の恵みを楽しむ料理／鶴

田静／596ツ
▽ほめられ弁当／どいちなつ

／596ド
●園芸・ペットなど
▽寄せ植えの作り方・飾り方

／吉谷桂子／627ヨ
▽吾輩は看板猫である／645

ウ
●時代小説
▽居眠り磐音江戸双紙36 ／

紀伊ノ変／佐伯泰英／913
サ

▽古着屋総兵衛影始末⑤熱風
⑥朱印／佐伯泰英／913サ

▽小夜しぐれ／高田郁／913
タ

▽ちょちょら／畠山恵／913
ハ

▽ばんば憑き／宮部みゆき／
913ミ

●ミステリー
▽鼠、影を断つ／赤川次郎／

913ア
▽終電へ三〇歩／赤川次郎／

913ア
▽泥棒桟敷の人々／赤川次郎

／913ア
▽十津川警部日本縦断長篇ベ

スト選集05 ／十津川警部
海の挽歌／西村京太郎／
913ニ

▽十津川警部飯田線・愛と死
の旋律（メロディ）／西村
京太郎／913ニ

▽十津川警部捜査行15 ／殺
意を運ぶリゾート特急／西
村京太郎／913ニ

▽京都嵐電殺人事件／西村京
太郎／913ニ

▽花の鎖／湊かなえ／913ミ
●そのほかの小説など
▽スーサ／あさのあつこ／

913ア
▽オジいサン／京極夏彦／

913キ
▽祝福／長嶋有／913ナ
●エッセイ
▽小心者的幸福論／雨宮処凛

／914ア
▽ももこのまんねん日記2011

／さくらももこ／914サ
▽朗朗介護／米沢富美子／

916ヨ
▽マクトゥーブ賢者の教え／パ

ウロ・コエーリョ／969パ

平成22年度図書館統計
　児童の利用が少し減りましたが、大人の利用は増
加しています。昨年度もたくさんのご利用ありがと
うございました。

●開館日数　232日（前年度比−１日）
●利用登録者数1,463人（平成19年度からの累計）
　・児童（小学生以下）338人
　・一般（中学生以上）1,125人
●入館者
　・小学生以下　2,831人（前年度比−169人）
　・中学生・高校生　1,455人（前年度比−39人）
　・一般　6,597人（前年度比＋398人）
　▽曜日別
　・最多ご利用曜日　土曜日（１日平均60人）
　・最少ご利用曜日　木曜日（　　〃　40人）
●貸出
　・児童書　9,176冊（前年度比−455冊）
　・一般書　15,464冊（前年度比＋1,276冊）
　▽曜日別
　・最多ご利用曜日　土曜日（１日平均132冊）
　・最小ご利用曜日　金曜日（　　〃　91冊）
　▽月別
　・最多ご利用月　４月（１日平均132冊）
　・最小ご利用月　９月（　　〃　81冊）
●本の予約冊数　1,052冊（前年度比＋303冊）
●本のリクエスト冊数　806冊（前年度比−13冊）

　

６
月
11
日
（
土
）
か
ら
12
日

（
日
）
の
２
日
間
、
新
郷
村
を

主
会
場
に
第
63
回
三
戸
郡
総
合

体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
大
会
は
、
６
町
村
の
町
村
対

抗
で
全
種
目
が
行
わ
れ
、
田
子

町
は
選
手
団
総
勢
１
５
７
名
14

三
戸
郡
総
合
体
育
大
会
開
催
（
新
郷
村
主
会
場
）

公
民
館
情
報

■
行
事
等
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
田
子
町
中
央
公
民
館
（
☎

20
‐
７
０
７
０
）
ま
た
は
上
郷
公
民
館
（
☎
33
‐
１
８
１
１
）
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

種
目
に
参
加
す
る
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

前
大
会
で
は
、
相
撲
競
技
が

団
体
戦
７
連
覇
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
競
技
女
子
が
22
年
ぶ
り
の
優

勝
で
、
総
合
５
位
で
し
た
が
、

今
大
会
は
さ
ら
に
優
勝
種
目
を

№ 競技種目 開催場所 競技開始時刻
1 陸上競技 南部町ふるさと運動公園陸上競技場 12日 10:00

2 バスケットボール 南部町民体育館 11日 14:00
12日 9:30

3 軟式野球 五戸町ひばり野公園野球場 11日 13:30
12日 9:00

4 バレーボール 倉石スポーツセンター 12日 9:00

5 卓　球 新郷村立戸来小学校体育館 12日 9:00

6 ソフトテニス 五戸町ひばり野公園テニス場 12日 9:00

7 相　撲 五戸町立倉石中学校相撲場 12日 13:00

8 弓　道 五戸町立公民館体育センター 12日 10:30

9 柔　道 五戸町五戸中学校柔道場 12日 9:00

10 剣　道 南部町立南部中学校 12日 10:00

11 サッカー 五戸町ひばり野公園サッカー場 11日 14:00
12日 9:00

12 バドミントン 南部町立名川Ｂ＆Ｇ海洋センター
（アリーナ） 12日 9:00

13 ボウリング ゆりの木ボウル 12日 9:00

14 家庭婦人バレーボール 新郷村立新郷中学校体育館 12日 9:00

15 ゲートボール 五戸ドーム 11日 9:00

16 グラウンド・ゴルフ 間木ノ平グリーンパーク 12日 9:30



　
9 公民館情報・お知らせ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
東
日
本
大
震
災
の
被

害
を
受
け
た
自
動
車
に
係
る
平

成
23
年
度
の
自
動
車
税
に
つ
い

て
は
、
被
害
の
状
況
に
応
じ
減

免
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。申
請
方
法
に
つ
い
て
は
、

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
三
八
地
域
県
民
局
県
税
部
納

税
管
理
課
☎
０
１
７
８
‐
27
‐

５
１
１
１
内
線
２
０
５
～
２
０

７
、
３
５
６

法
務
局
な
ん
で
も
相
談
所

の
開
設

自
動
車
税
の
納
期
内
納
付
の

お
願
い
及
び
震
災
の
被
害
を

受
け
ら
れ
た
方
へ
の
自
動
車

税
減
免
の
お
知
ら
せ

　

自
動
車
税
は
６
月
30
日
ま
で

に
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
、
郵

便
局
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

納
付
税
通
知
書
に
は
車
検
の

際
に
必
要
な
納
税
証
明
書
が
つ

い
て
い
ま
す
。

　

自
動
車
税
を
納
付
し
た
と
き

に
、
領
収
ス
タ
ン
プ
の
押
印
を

受
け
ま
す
と
、
納
付
税
証
明
書

と
し
て
ご
利
用
で
き
ま
す
。
車

検
証
と
一
緒
に
保
管
し
紛
失
し

▼
開
催
日
時　

６
月
４
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
場
所　

八
戸
市
根
城
９
丁
目

13
‐
９　

青
森
地
方
法
務
局
八

戸
支
局
地
下
会
議
室

▼
相
談
方
法　

面
接
方
式

▼
相
談
内
容　

土
地
・
建
物
の

登
記
、
土
地
の
境
界
争
い
、
遺

産
相
続
、
戸
籍
の
取
扱
い
、
国

際
結
婚
、
家
賃
等
の
供
託
、
借

地
・
借
家
、
遺
言
、
近
所
等
の

ト
ラ
ブ
ル
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
、
子
ど
も
の
い
じ

め
や
体
罰
問
題
な
ど

▼
相
談
担
当
者　

公
証
人
・
司

法
書
士
・
土
地
家
屋
調
査
士
・

増
や
し
て
、
総
合
の
部
上
位
入

賞
を
目
指
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
ご
声
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

い
つ
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

公
民
館
講
座

●
ヨ
ガ
講
座

▽
と
き　

６
月
２
・
16
日
（
木
）

午
後
７
時
～
９
時
（
予
定
）
▽

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
和
室
▽

持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル
・
タ
オ

ル
等
※
動
き
や
す
い
服
装
で
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
生
花
教
室

▽
と
き　

６
月
17
日
（
金
）
午

後
６
時
30
分
～
▽
と
こ
ろ　

中

央
公
民
館
研
修
室
▽
受
講
料　

材
料
費
込
み
１
０
０
０
円
程
度

お
知
ら
せ

▽
申
込　

随
時

●
神
楽
講
座

▽
と
き　

６
月
10
・
24
日
（
金
）

午
後
７
時
～
９
時
▽
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
・
和
室
▽

対
象　

小
中
学
生
及
び
高
校
生

●
水
曜
わ
ん
ぱ
く
塾

▽
と
き　

６
月
22
日
（
水
）
午

後
３
時
30
分
～
（
予
定
）
▽
と

こ
ろ　

上
郷
公
民
館
研
修
室

●
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

講
座

▽
と
き　

６
月
28
日
（
火
）
午

後
７
時
～
９
時
▽
と
こ
ろ　

上

郷
公
民
館
研
修
室
▽
材
料
代　

２
０
０
０
円
程
度
▽
持
ち
物　

花
鋏
・
カ
ッ
タ
ー
等
▽
申
込
期

限　

６
月
24
日
（
金
）

町民の皆様から寄せられた善意
　３月11日の大震災後から４月25日までに、日本
赤十字社田子町分区を通じて義援金を寄付してく
ださった団体や個人の方々に、心からお礼申し上
げます。
▽耕田寺御詠歌の会様
▽三八ＶｉＣ・ウーマン田子地区様
▽米沢和子様
▽フルハウス様
▽田子小学校平成22年度卒業生一同様
▽三田喜美雄様
▽田子町民謡愛好会代表岡田茂夫様
▽田子中学校生徒会様
▽清水頭小学校児童一同様
▽中山間石亀代表簗田重蔵様
▽田子町役場職員一同様
　（義援金箱）
義援金総額
552,370円

（義援金箱含む）

※義援金は今後も随時
受け付けております。
問町民課住民環境グ
ループ☎20-7113

義援金を送った田子中
生徒会の皆さん（写真
上）と清水頭小５・６
年生の皆さん

青
森
県
知
事
選
挙　

大
切
な
あ
な
た
の
一
票
を
忘
れ
ず
に
！

▼
投
票
日
時　

６
月
５
日
（
日
）
午
前
７
時
～
午
後
８
時

▼
投
票
場
所　

町
内
12
カ
所
の
投
票
所
（
入
場
券
に
記
載
の
場
所
）

※
投
票
日
に
投
票
で
き
な
い
場
合
は
、
期
日
前
投
票
や
不
在
者
投

票
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

▼
期
日
前
投
票
日
時　

５
月
20
日
（
金
）
～
６
月
４
日
（
土
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

▼
投
票
場
所　

役
場
第
２
会
議
室
（
庁
舎
１
階
）

問
田
子
町
選
挙
管
理
委
員
会
☎
20
‐
７
１
１
１



10

日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
及

び
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
の
方

（
慰
安
給
付
金
受
給
者
は
除
く
）

に
対
し
て
、
そ
の
ご
労
苦
に
報

い
る
た
め
内
閣
総
理
大
臣
名
の

書
状
を
贈
呈
し
て
お
り
ま
す
。

　

請
求
期
限
は
、
平
成
25
年
３

月
31
日
ま
で
で
す
。

　

詳
し
く
は
左
記
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

◆
ご
本
人
ま
た
は
ご
家
族
な
ど

か
ら
の
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

問
総
務
省
大
臣
官
房
総
務
課
管

理
室
業
務
担
当
☎
03
‐
５
２
５

３
‐
５
１
８
２
（
直
通
）FAX 

03
‐

５
２
５
３
‐
５
１
９
０

お知らせ

心
配
ご
と
や
困
っ
た
こ
と
を
解

決
す
る
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
中
に

は
、
児
童
福
祉
を
専
門
に
活
動

す
る
「
主
任
児
童
委
員
」
も
い

ま
す
。

　

そ
れ
ら
の
は
た
ら
き
を
ま
と

め
る
と
、
次
の
よ
う
な
７
つ
に

分
け
ら
れ
ま
す
。

１
．
社
会
調
査
の
は
た
ら
き

　

担
当
地
域
内
の
住
民
の
実
態

や
福
祉
需
要
を
日
常
的
に
把
握

し
ま
す

２
．
相
談
の
は
た
ら
き

　

住
民
が
抱
え
る
問
題
に
つ
い

て
住
民
の
立
場
に
立
ち
親
身
に

な
っ
て
相
談
に
の
り
ま
す

３
．
情
報
提
供
の
は
た
ら
き

　

社
会
福
祉
の
制
度
や
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
の
内
容
や
情
報
を

住
民
に
的
確
に
提
供
し
ま
す

４
．
連
絡
通
報
の
は
た
ら
き

　

住
民
が
個
々
の
福
祉
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
関
係
機
関
等
に
連

絡
し
必
要
な
対
応
を
促
し
ま
す

５
．
調
整
の
は
た
ら
き

　

住
民
の
福
祉
需
要
に
対
応
し

適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
図

ら
れ
る
よ
う
に
調
整
し
ま
す

６
．
生
活
支
援
の
は
た
ら
き

　

住
民
の
求
め
る
生
活
支
援
活

業
の
今
後
の
発
展
に
資
す
る
た

め
「
水
道
週
間
」
を
設
け
、
関

係
者
が
連
携
し
て
広
報
活
動
等

の
運
動
を
重
点
的
に
実
施
す
る

も
の
で
す
。

　

田
子
町
水
道
事
業
で
も
、
安

全
で
良
質
な
水
を
提
供
す
る
た

め
、
施
設
の
整
備
・
老
朽
化
の

更
新
等
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状

を
贈
呈
し
ま
す

　

先
の
大
戦
に
お
い
て
、
外
地

等
（
事
変
地
の
区
域
ま
た
は
戦

地
の
区
域
）
に
派
遣
さ
れ
戦
時

衛
生
勤
務
に
従
事
さ
れ
た
、
旧

動
を
自
ら
も
行
い
、
ま
た

支
援
体
制
を
つ
く
っ
て
い

き
ま
す

７
．
意
見
具
申
の
は
た
ら
き

　

活
動
を
通
じ
て
得
た
問
題

点
や
改
善
策
に
つ
い
て
取
り

ま
と
め
、
必
要
に
応
じ
て
関

係
機
関
な
ど
に
意
見
を
提
起

し
ま
す

第
53
回
水
道
週
間

ス
ロ
ー
ガ
ン

「
蛇
口
か
ら　

あ
ふ
れ
る

　

ぼ
く
ら
の　

夢
・
未
来
」

▼
期
間　

６
月
１
日
（
水
）

　

～
６
月
７
日
（
火
）

　

我
が
国
の
水
道
は
、
今
や
ほ

と
ん
ど
の
国
民
が
利
用
で
き
る

ま
で
に
普
及
し
て
お
り
、
健
康

で
文
化
的
な
国
民
生
活
や
様
々

な
社
会
経
済
活
動
を
支
え
る
必

要
不
可
欠
な
生
活
基
盤
施
設
と

し
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

　

一
方
、
老
朽
化
し
つ
つ
あ
る

施
設
の
更
新
、
地
震
等
の
災
害

対
策
の
推
進
、安
全
・
快
適
な
水

の
供
給
の
確
保
等
に
関
す
る
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

水
道
に
つ
い
て
さ
ら
に
国
民
の

理
解
を
深
め
、
も
っ
て
水
道
事

人
権
擁
護
委
員
・
法
務
局
職
員

問
青
森
地
方
法
務
局
八
戸
支
局

総
務
課
総
務
課
長
渡
部

☎
０
１
７
８
‐
24
‐
３
３
５
１

無
料
人
権
相
談
、
移
動
行
政

相
談
の
合
同
相
談
所
開
設

▼
日
時　

６
月
14
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
場
所　

役
場
第
１
会
議
室

▼
相
談
内
容　

家
庭
内
の
い
ざ

こ
ざ
、
相
続
関
係
、
戸
籍
関
係
、

登
記
関
係
、
い
じ
め
、
借
地
・

借
家
の
ト
ラ
ブ
ル
、
金
銭
貸
借

の
ト
ラ
ブ
ル
、
そ
の
他
日
常
生

活
に
お
け
る
困
り
ご
と
等
、
行

政
に
対
す
る
苦
情
、
要
望
等

▼
相
談
員

◎
田
子
町
人
権
擁
護
委
員

午
前　

北
村
弘
子
、
原
靖
之

午
後　

橋
本
礼
子
、
三
上
佑
藏

◎
行
政
相
談
委
員　

長
沢
壽
郎

※
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
秘
密

を
守
り
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は

あ
な
た
の
身
近
な
相
談
相

手
で
す

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
ず
っ
と

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ

う
に
、
皆
さ
ん
の
立
場
で
親
身

に
な
っ
て
相
談
に
乗
っ
た
り
、

「アナログテレビ放送終了」まで
あとわずか！

　2011年７月24日に地上アナログテレビ放送は
終了します。
　画面の右上に「アナログ」というマークが表示
されていれば、それはアナログ放送です。そのま
まではテレビが見られなくなるので、地上デジタ
ルテレビ放送を受信する準備が必要です。
●地上デジタル放送を視聴するためには何が必要
ですか？

▽お問い合わせ・ご相談は、「総務省 地デジコー
ルセンター」へ。☎０５７０−０７−０１０１
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■
消
防
署
コ
ー
ナ
ー

　

６
月
５
日
（
日
）
か
ら
11
日

（
土
）
ま
で
の
１
週
間
『
危
険

物　

無
事
故
の
ゴ
ー
ル
は
譲
れ

な
い
！
』
の
標
語
の
も
と
危
険

物
安
全
週
間
が
実
施
さ
れ
ま

す
。

　
「
危
険
物
」
に
は
、
一
般
家

庭
で
暖
房
に
使
用
す
る
灯
油
、

自
動
車
や
農
業
用
機
械
の
燃
料

と
し
て
使
用
す
る
ガ
ソ
リ
ン
、

軽
油
等
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
使
用
を
誤
る
と
火

災
や
重
大
な
事
故
に
つ
な
が
り

ま
す
。
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
に
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ

う
。

○
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
や
危
険
物
が

入
っ
た
容
器
の
周
囲
に
は
、
燃

え
る
物
を
放
置
し
な
い
。

○
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
や
危
険
物
が

入
っ
た
容
器
が
サ
ビ
た
り
漏
れ

て
い
な
い
か
確
認
す
る
。

○
農
業
用
機
械
の
燃
料
や
オ
イ

ル
類
は
整
理
し
、
空
容
器
を
放

置
し
な
い
。

　
「
危
険
物
安
全
週

間
」
を
期
に
危
険

物
に
つ
い
て
理
解

し
、
快
適
で
便
利

な
生
活
を
し
ま
し

ょ
う
。

▼
三
戸
消
防
署　

田
子
分
署

情報スクランブル

■
警
察
署
コ
ー
ナ
ー

●
青
森
県
暴
力
団
排
除
条
例

　

平
成
23
年
７
月
１
日
施
行　

【
基
本
理
念
】
県
、
県
民
、
事
業

者
が
連
携
し
て
一
丸
と
な
り
、

暴
力
団
排
除
を
推
進

★
暴
力
団
事
務
所
の
開
設
・
運

営
の
禁
止

○
暴
力
団
事
務
所
は
、
学
校
周

辺
等
の
周
囲
２
０
０
メ
ー
ト
ル

の
区
域
内
に
開
設
し
運
営
す
る

こ
と
を
禁
じ
ま
す
。

★
暴
力
団
排
除
の
た
め
の
規
制

○
暴
力
団
の
威
力
を
利
用
す
る

た
め
金
品
な
ど
利
益
供
与
し
な

い
。

○
事
業
者
は
、
書
面
で
の
契
約

時
に
暴
力
団
の
活
動
と
助
長
す

る
契
約
を
解
除
で
き
る
こ
と
を

定
め
る
よ
う
努
め
る
。

○
暴
力
団
事
務
所
に
な
る
物
件

の
不
動
産
取
引
し
な
い
。
等
で

す
。

●
交
通
事
故
に
注
意
！

　

暖
か
く
な
り
、
県
内
で
は
歩

行
者
と
衝
突
す
る
事
故
や
暴
走

運
転
に
よ
る
交
通
事
故
が
発
生

し
て
お
り
ま
す
。

　

ラ
イ
ト
の
早
め
点
灯
に
心
が

け
、
ス
ピ
ー
ド
は
控
え
め
に
し

て
安
全
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
三
戸
警
察
署

　

田
子
警
察
官
駐
在
所

編
集
後
記

　

今
年
度
よ
り
、
広
報
業
務
が
タ
プ
コ

ピ
ア
ン
プ
ラ
ザ
か
ら
役
場
総
務
課
へ
と

移
行
し
担
当
者
も
変
わ
り
ま
し
た
。

　

限
ら
れ
た
紙
面
で
は
あ
り
ま
す
が
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
少
し
で
も
多
く
の
情

報
を
お
届
け
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

話
題
提
供
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
遠

慮
な
く
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
今
月
号
で
は
東
日
本
大
震
災

被
災
地
避
難
所
へ
の
町
職
員
派
遣
に
つ

い
て
特
集
し
ま
し
た
。

　

３
月
11
日
の
大
震
災
で
、
田
子
町
は

震
度
４
・
４
を
観
測
し
、
人
的
被
害
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
職
員
が
派
遣

さ
れ
た
宮
城
県
名
取
市
は
、
震
度
６
強

を
観
測
し
、
沿
岸
部
で
甚
大
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
。

　

派
遣
さ
れ
た
職
員
は

『
青
森
県
田
子
町
』
と
背

中
に
記
さ
れ
た
ベ
ス
ト

を
着
て
支
援
活
動
に
あ

た
り
ま
し
た
が
、
そ
れ

を
見
た
避
難
者
か
ら
「
た
ご
ち
ょ
う
か

ら
で
す
か
？　

青
森
県
の
に
ん
に
く
で

有
名
な
と
こ
ろ
で
す
ね
。
ご
苦
労
さ
ま

で
す
」
と
声
を
か
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　
「
た
っ
こ
」
と
は
読
ん
で
も
ら
え
ま
せ

ん
で
し
た
が
、『
た
っ
こ
に
ん
に
く
』
の

知
名
度
の
高
さ
を
再
認
識
し
た
と
同
時

に
、
活
発
な
余
震
活
動
が
続
く
被
災
地

で
の
緊
張
と
体
力
的
・
精
神
的
疲
労
が

少
し
だ
け
和
ら
い
で
、
温
か
く
な
っ
た

瞬
間
だ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

表
紙
に
掲
載
し
た
「Proud! Japan

」

の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
。
こ
れ
は
「
混
乱
の
中

で
も
凛
と
し
た
態
度
で
秩
序
を
守
る
被

災
者
の
皆
さ
ん
は
日
本
の
誇
り
で
す
！

だ
か
ら
み
ん
な
が
応
援
し
て
い
ま
す
」

と
い
う
エ
ー
ル
を
日
本
全
国
か
ら
被
災

地
に
送
り
、
復
興
の
力
に
し
て
も
ら
お

う
と
い
う
運
動
で
す
。

　

広
報
た
っ
こ
に
お
い
て
も
当
面
の
間
、

復
興
支
援
を
呼
び
か
け
る
こ
と
を
目
的

に
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
掲
載
し
て
い
き
ま

す
。　
　
　
　

  （
広
報
担
当　

Ｋ
・
Ｈ
）

水
の
香
に
混
じ
る
土
の
香
雪
解
風 

や
な
た
翠
芳
（
孝
芳
）

百
姓
の
百
の
手
作
業
種
選
ぶ 

原　

瓢
子
（
徳
造
）

老
い
の
春
知
名
知
足
の
道
遠
し 

森
き
よ
し
（
清
）

桜
咲
き
山
野
の
動
き
始
ま
り
ぬ 

田
畑
幸
栄

人
前
は
笑
顔
で
過
ご
す
春
日
和 

川
村
キ
ヱ

家
中
の
電
子
音
消
え
春
地
震 

堀　

つ
や
子

持
ち
主
の
変
わ
り
て
春
の
田
打
ち
か
な 

山
本
一
枝
子

い
た
む
と
も
咲
け
三
陸
の
さ
く
ら
花 

柳　

青
郷
（
政
司
）

先
ず
は
野
の
色
に
な
り
ゆ
く
野
老
掘
り

 

原　

秋
月
（
菊
次
郎
）

玉
砂
利
を
分
け
て
顔
出
す
鼓
草 

中
村
麿
也
（
忠
充
）

挨
拶
の
要
ら
ぬ
仲
間
や
春
炬
燵 

佐
藤
桂
水
（
善
太
郎
）

タプコピアン文芸
みろく吟社（会長　簗田孝芳）

俳
句
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TCV（田子町ケーブルテレビジョン）からのお知らせ

●
元
気
な
子
ど
も
に
な
る
ぞ
！

  

５
月
５
日
は
、
端

午
の
節
句
「
こ
ど

も
の
日
」
で
す
。

  

連
休
の
た
め
少
し

早
い
で
す
が
、
５

月
２
日
に
こ
ど
も

の
日
の
お
祝
い
を

行
い
ま
し
た
。

  

か
ぶ
と
は
、
全
ク

ラ
ス
一
緒
に
作
り

ま
し
た
。
初
め
て

の
異
年
齢
活
動
で

し
た
が
、
年
長
児

が
年
下
の
子
の
面

倒
を
見
な
が
ら
進

め
る
姿
が
見
ら
れ

ま
し
た
。
こ
い
の

ぼ
り
は
各
年
齢
ご

と
に
制
作
し
ま
し

た
。
園
長
先
生
か

ら
こ
ど
も
の
日
の

お
話
を
聞
い
た
後
、

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン

の
演
奏
に
合
わ
せ

て
「
こ
い
の
ぼ
り
」

の
歌
を
歌
い
な
が

ら
二
人
組
に
な
っ

て
踊
り
ま
し
た
。

  

そ
の
後
、
こ
い
の

ぼ
り
運
動
会
に
参
加
し
ま
し

た
。
体
操
を
し
て

体
を
ほ
ぐ
し
た

後
、
手
作
り
の
か

ぶ
と
や
こ
い
の
ぼ

り
を
使
っ
た
競
争

を
し
た
り
本
物
の

こ
い
の
ぼ
り
を
二

人
で
つ
か
ま
え
て

リ
レ
ー
を
し
て
楽

し
み
ま
し
た
。

  
入
園
し
て
間
も

な
い
３
歳
児
の
子

も
、
年
上
の
子
の

真
似
を
し
て
元
気

に
走
り
楽
し
ん
で

い
た
よ
う
で
す
。

た
く
さ
ん
運
動
を

し
た
後
は
会
食
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

晴
れ
た
大
空
に

力
強
く
泳
ぐ
こ
い

の
ぼ
り
の
よ
う

に
、
子
ど
も
た
ち

が
元
気
に
大
き
く

な
っ
て
く
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

学
校
の
話
題
　 

田
子
幼
稚
園

誕生

●福田雄
ゆうし

士（啓・美咲）／飯豊

●橋本　芽
めい

（弘克・幸江）／サンモール
※（　）内はご両親、“／”のあとは行政区です

結婚
●若松昭光（八戸市）
　中村美智子（夏坂）
●　個人情報保護のため掲載を省略しています

お悔やみ
●青木幸信（67歳）七日市
●夏焼　努（77歳）北側
●山美光男（75歳）関上
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
※（　）内は享年、（　）のあとは行政区です

町
の
人
口

平
成
23
年
４
月
30
日
現
在

世帯数／2264（＋２）
人口／6618（±０）
男／3189（±０）
女／3429（±０）

（　）内は前月比です

広報たっこ2011年６月号（平成23年５月25日発行）通算第619号 ◆発行・編集＝田子町　青森県三戸郡田子町大字田子字天神堂平81 ／電
話 (0179)32-3111( 代表 ) ／ FAX(0179)32-4294［制作印刷］有限会社 赤坂コピーライツジム八戸本社＝青森県八戸市大字妙字大開98-5 TEL ＆ FAX 
(0178)25-6666 田子支社＝青森県三戸郡田子町大字田子字天神堂向136 TEL ＆ FAX (0179)32-4531

●6月1日（水）
　乳児健診（せせらぎの郷）午前9:30〜11:30
　ポリオ（せせらぎの郷）午後0:30〜1:00
●6月3日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
●6月6日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
●6月8日（水）
　こども健診
　（せせらぎの郷）午前9:30〜11:30
●6月9日（木）
　デイケア（せせらぎの郷）午前9:30〜午後1:00
●6月10日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
●6月13日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00

●6月14日（火）
　若年生活習慣病予防健診
　（田子小学校）午前7:15〜8:15
●6月17日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
●6月20日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
●6月22日（水）
　個別接種（せせらぎの郷）午前9:30〜10:00
●6月23日（木）
　デイケア
　（せせらぎの郷）午前9:30〜午後1:00
●6月24日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
●6月27日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
●6月29日（水）
　個別接種（せせらぎの郷）午前9:30〜10:00

健康・介護に関するご相談は
せせらぎの郷へ ☎20-7100

◎サポートセンター　☎０１２０−５５７−７５９
　テレビの映りが悪い、一部のチャンネルが映らない、
　加入の申込・変更・廃止、ケーブルの移設などの際にご連絡ください。

◎故障受付　☎０１２０−２６２−７５０
　テレビが全く映らない、などの故障時にご連絡ください。

6月の主な保健・介護予防事業予定表


